
 2017 年10 月4 日（水）9:00-18:00(予定) 

人々とともに 

生きる姿勢を学ぶ 
かつて日雇い労働者の町と言われ、40 年ほど前に地図から名前が消えた

「山谷」地域。経済や社会の変化とともに日雇いの仕事が減り、現在、山谷

周辺には 50～60歳代の失業者や高齢者が多く暮らしています。また近隣

の隅田川沿いでテント生活、路上生活をする人々も増えています。厳しい環

境で生活する人々の多くは、特に体力の低下が目立ち、心身の障がい、

様々な事情や生きづらさや抱えて、孤独のなかで辛い暮らしを余儀なくされて

います。 

このセミナーでは、困難な状況にある人々に寄り添い、山谷地域で長年にわ

たり活動してきた方々から、ともに生きる姿勢を学びます。JOCS の使命に共

感し、海外で活動する志のある方の参加をお待ちしております。 

 

 

国際保健医療協力 

フィールドセミナー2017 
 

【活動内容（予定）】 

 山谷地区の成り立ちを知る 

 山谷に生きる人々、彼らとと

もに歩む人々の思いや働き

を知る 

 医療相談・診療活動、アウ

トリーチ・炊き出しに加わる 

 

【参加費】 ２，０００円 

（保険代、昼食費、講師謝礼等含む） 

 

【対象】医療従事者、    
医学・看護・福祉分野
の学生 

【定員】 5 名 

【申込締切】 9 月 26日（火）  

 
お申込み・お問い合わせ 

 
【申込方法】 
① ホームページの専用フォーム

www.jocs.or.jp から 

もしくは 

② 裏面申込書をメール／FAX
で JOCS東京事務局まで 

 
公益社団法人  

日本キリスト教海外医療協力会
（JOCS） 
東京事務局 担当：松浦   

TEL： 03－3208－2416 
FAX： 03－3232－6922  
E-mail：
seminar@jocs.or.jp 

 
 

 

 

愛愛はは、、今今日日始始ままりりまますす。。  

今今日日、、だだれれかかがが苦苦ししんんででいいまますす。。  

今今日日、、だだれれかかがが路路上上ににいいまますす。。  

今今日日、、だだれれかかがが飢飢ええてていいまますす。。  

わわたたししたたちちのの働働ききはは、、今今日日とといいうう日日ののたためめににああるるののでですす。。  

『『ママザザーー・・テテレレササ  日日々々ののここととばば』』よよりり  

山谷で  



   
日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）とは  

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年度フィールドセミナー（横浜・寿地区で実施）の参加者の感想（抜粋・要約） 

 

 

 

 

 

2017年度 JOCS国際保健医療協力フィールドセミナー＜参加申込書＞ 

ふりがな 

氏  名 

所  属  

（学校学部・勤務先など） 

年  齢                                           歳 

連絡先 電話（携帯）： 

メールアドレス： 

JOCS の会員ですか？     

□ はい    

□ いいえ   

□ 入会希望 

＊申込書をお送りします。年会費 5,000 円（20 歳未満は 3,000 円）以上の自由額です。 

今までに JOCS のプログラム・イベントに参加したことはありますか？ 

□ なし 

□ あり  □ 国際保健医療協力フィールドセミナー    □ 国際保健医療勉強会 

□ スタディツアー                 □ その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
※JOCS は皆様の個人情報を厳重に管理・保護するとともに、その取り扱いにつきましては「個人情報の保護に関する法律」及び

関連する法令その他の規範を遵守し、プライバシーの保護を行っています。 

送付先 

  〒169-0051 東京都新宿区西早稲田2-3-18-51 JOCS東京事務局 松浦宛 

  FAX：03-3232-6922   E-mail：seminar@jocs.or.jp 

 

「私があなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい」という聖書のことばに基づいて、1960 年から

活動している NGO です。すべての人々の健康といのちがまもられる世界をめざし、アジア・アフリカ諸国への保健医

療従事者の派遣、奨学金による現地の医療従事者の育成、現地団体との協働プロジェクトの実施を通じて、各

地の保健医療の向上に取り組んでいます。 

活動の詳細は、ウェブサイトをご覧ください。 www.jocs.or.jp 

✽ 真の豊かさとは。家族や人々との絆とは。人々に寄り添う支援とは。まだ答えはでませんが、自分自身のテーマ

としてこれからも考え続け、自分にできることを行動に移していきたいと思います。 

✽ 今後、困窮しているひとたちの支援に関わっていきたいと思いますが、その際に自分の専門分野の技術の習得

だけではなく、相手の立場を考え、同じ目線、立場でものごとを考えられる技術もまた必要であると思いました。 

http://www.jocs.or.jp/active

